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《総括》 

 

新型コロナウイルス感染拡大の影響による行動制限は緩和されましたが、依然として地

域においては外出機会、人との交流などの自粛がなされ、地域福祉活動の推進が困難な状

況がありました。また、長期にわたる社会・経済活動の抑制や国際情勢の変化による物価

の高騰も相まって、生活困窮者の急増や社会的孤立の深刻さが進み、複雑・複合的な生活

課題の顕在化も加速しています。 

そのような中、コロナ禍において再認識した地域社会のつながりの大切さをもとに、豊

かにつながりあう「地域共生社会」の実現を目指した「第５次地域福祉活動計画」の基本

理念から、地域の福祉ニーズに向き合い相談・支援活動に積極的に取り組みました。三次

市社会福祉協議会が令和４年度に実施した「法人運営」,「地域福祉事業」,「介護保険事

業」などの概要は次のとおりです。 

 

「法人運営」  

 令和５年度からの地域包括支援センターとの一体化に向け、理事協議会や総務部会を開

催し諸課題を協議するとともに、グループホームみらさかの運営を民間事業者へ引き継ぐ

作業を並行して進め、法人組織の見直し・整備を図りました。また、電気代や原材料の高

騰によって財政運営が逼迫する中で、経費の節減に法人全体で取り組み、効率的な事業運

営に努めました。 

「地域福祉事業」 

 第５次地域福祉活動計画の活動目標に基づき、住民福祉活動の相談・支援活動を行いま

した。地域健康づくり事業では、十日市地区で地区社協やボランティアグループとの協働

により「地域食堂」を立ち上げ、また君田、和田地区においても自治連合会などとの共催

で「コーヒー講座」を開設し、地域住民のつながりづくりや地域活動を支援しました。 

生活支援体制整備事業では、コロナ禍で一時休止の時期もありましたが、引き続き「元

気サロン」の開設支援に取り組み、住民主体の通いの場は５６カ所となりました。さらに

被災者生活サポートボラネット事業においては、市内福祉団体と共に災害ボランティアセ

ンターの運営についてシミュレーション学習を行い、実際の災害時おける対応力の強化を

図りました。 

 また、近年相談や利用者が増加している「福祉サービス利用援助事業かけはし」や「権

利擁護センターもみじ」「生活福祉資金貸付相談」事業では、関係機関との連携・協働に

より包括的な支援体制づくりを進め、継続的な相談・自立支援活動に取り組みました。 

「介護保険事業」 

 介護保険事業所では感染症クラスターの発生、また職員や利用者などの感染により営業 

休止や職員の出勤停止が一時期余儀なくされました。事業所の運営や介護収入に大きく影 

響を及ぼしましたが、感染予防対策を徹底し、法人内や事業所間の連携を図りながら、安 

心安全で継続した介護サービスの提供に努めました。 

「その他」 

 共同募金事業、日本赤十字社事業への協力、「ボランティア養成講座」「障害児生活訓 

練事業」「家族介護者交流事業」などの市受託事業を行いました。 
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Ⅰ 法人運営の取り組み 

 

１． 沿革・歩み 

平成１５年１２月１６日 広島県知事より新社会福祉協議会設立認可 

平成１６年 ４月 １日 三次市・君田村・布野村・作木村・吉舎町・三良

坂町・三和町・甲奴町の各社会福祉協議会が合併

して「三次市社会福祉協議会」となる。 

平成１７年 ４月 １日 ホームヘルプセンターさくぎ・ふの事業所統合に

より「ホームヘルプセンターみよし北」開設 

平成１８年 ４月 １日 ホームヘルプセンターきさ・みらさか事業所統合

により「ホームヘルプセンターみよし南」開設 

平成２０年 ４月 １日 グループホームみらさか「のぞみ苑」開設（指定

管理施設） 

平成２０年 ４月 １日 ケアプランセンター江水園・ふの事業所統合によ

り「ケアプランセンターみよし北」開設 

平成２０年 ４月 １日 「権利擁護センターもみじ」開設 

平成２０年 ５月 １日 「デイサービスセンターみわ」開設 

平成２１年 ６月 １日 ケアプランセンターみよし・きみた事業所統合に

より「ケアプランセンターみよし」開設 

平成２１年 ６月 １日 ケアプランセンターきさ・みわ事業所統合により

「ケアプランセンターきさ」開設 

平成２２年 ７月 １日 ケアプランセンターみよし・みよし北事業所統合

により「ケアプランセンターみよし北」開設 

平成２３年 ４月 １日 三次西健康づくりセンター指定管理開設 

ホームヘルプセンターみよし・みよし北事業所統

合により「ホームヘルプセンターみよし」開設 

平成２３年 ５月 １日 「デイサービスセンターみよし」開設 

平成２６年１０月 １日 ケアプランセンターみらさか・きさ事業所統合に

より「ケアプランセンターみよし南」開設 

令和 元年 ９月 1日 ケアプランセンターみよし北・南 事業所統合に

より「みよし社協居宅介護支援事業所」開設 

令和 ２年 ３月３１日 「福祉レンタルみよし」廃止 

令和 ２年１０月３１日 吉舎老人福祉センター指定管理廃止 

令和 ３年 ３月３１日 君田保健センター・みらさか福祉センター・君田

小規模老人ホームむつみ荘指定管理廃止  

「デイサービスセンターみらさか」廃止 

令和 ３年 ４月 １日 三次市福祉保健センター・布野運動公園指定管理

受託 

「君田支所・三良坂支所窓口」を市支所内に開設 

令和 ５年 ３月３１日 グループホームみらさか「のぞみ苑」指定管理廃

止（民間譲渡） 
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２． 事務所の所在地    

 

  本所    〒728-0013 三次市十日市東三丁目１４番１号 

              三次市福祉保健センター内 

         電 話（０８２４）６３－８９７５ 

         ＦＡＸ（０８２４）６２－６８２７ 

君田支所  〒728-0401 三次市君田町東入君６４４番地１ 

              三次市役所君田支所内 

         電 話（０８２４）５３－２９６４ 

         ＦＡＸ（０８２４）５３－７００２ 

布野支所  〒728-0201 三次市布野町上布野１１０９３番地１ 

              布野保健福祉センター内 

         電 話（０８２４）５４－２０４２ 

         ＦＡＸ（０８２４）５４－２８８３ 

作木支所  〒728-0124 三次市作木町下作木１５０３番地 

              作木老人福祉センター内 

         電 話（０８２４）５５－２１１９ 

         ＦＡＸ（０８２４）５５－７００２ 

吉舎支所  〒729-4211 三次市吉舎町吉舎７２３番地１ 

              吉舎保健センター内 

         電 話（０８２４）４３－３３０１ 

         ＦＡＸ（０８２４）４３－７００５ 

三良坂支所 〒729-4304 三次市三良坂町三良坂５０４２番地１ 

              三次市役所三良坂支所内 

         電 話（０８２４）４４－２１８２ 

         ＦＡＸ（０８２４）４４－７００５ 

三和支所  〒729-6702 三次市三和町敷名１１４６０番地２ 

              みわ総合福祉センター内 

         電 話（０８２４）５２－３１４３ 

         ＦＡＸ（０８２４）５２－７００９ 

甲奴支所  〒729-4102 三次市甲奴町西野５９２番地 

              三次市甲奴健康づくりセンターゆげんき内 

         電 話（０８４７）６７－２０７５ 

         ＦＡＸ（０８４７）６７－２１９５ 

江水園   〒728-0131 三次市作木町香淀６５５番地 

         電 話（０８２４）５５－３３８８ 

         ＦＡＸ（０８２４）５５－７０６６ 

グループホームみらさか 

      〒729-4303 三次市三良坂町灰塚３７番地１２ 

         電 話（０８２４）４４－３７３８ 

         ＦＡＸ（０８２４）４４－７１０１ 

三次西健康づくりセンター 

      〒728-0026 三次市日下町１４３番地１ 

         電 話（０８２４）６５－０３２１ 

         ＦＡＸ（０８２４）６５－０３６２ 
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３． 三次市社会福祉協議会組織図（令和５年３月３１日現在） 
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４． 役員評議員一覧（令和５年３月３１日現在） 

 

  

理事（会長） 亀井源吉  評議員 多門寺賢爾 

理事（副会長） 有田雅俊  評議員 上本隆弘 

理事（副会長） 原田豊春  評議員 藤井 健 

理事（常務理事） 新田 泉  評議員 児玉一基 

理事 森田和利  評議員 佐藤 巧 

理事 近藤幸惠  評議員 定本典彦 

理事 阿賀俊彦  評議員 佐島澄夫 

理事 添田龍彦  評議員 徳岡澄子 

理事 立花周治  評議員 住田彰宣 

理事 小田暁美  評議員 福永 要 

理事 新家嘉宏  評議員 佐倉 正 

理事 田村眞司  評議員 法野谷智 

理事 森末善彦  評議員 藤永信昭 

理事 足利晃昭  評議員 田村芳和 

定数 １４名   評議員 伊藤 榮 

監事 山口幸三  評議員 垣添博子 

監事 坂井泰司  評議員 桟敷みすえ 

監事 安永 統  評議員 新元史子 

 定数  ３名    定数 １８名 

 任期 令和３年６月２５日から令 

    和５年定時評議員会終結の 

    時まで 

  任期 令和３年６月２５日か

ら令和７年定時評議員

会終結の時まで 
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５． 三次市社会福祉協議会本支所・施設・年代別職員数（令和５年３月３１日現在） 
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６． 会議の開催 

 三次市社会福祉協議会の基本方針に基づいた活動、事業を計画的に展開し、根 

幹となる役員・評議員と事務局職員が法人運営に参画することにより社協活動を 

活発化させ、また、地域の活動により多くの住民が参画できる場面をつくってい 

くために次の関係会議を開催しました。感染症対策のため正副会長会議や業務調 

整会議等、オンラインでの開催も引き続き実施しました。 

 

（１） 正副会長会議 

（２） 理事会 

（３） 理事協議会 

（４） 評議員会 

（５） 監査会 

（６） 総務部会 

（７） 業務調整会議 

（８） 社協事業検討会議 

（９） 管理者・係長会議 

 

   〔正副会長会議〕 

      法人運営や理事会・評議員会開催の事前協議を行うために毎月開催しました。 

   〔理事会〕 

開催日 内 容 

第１回 

令和 ４年 ６月 ６日 

令和３年度事業報告並びに決算の承認 

監事候補者の推薦 

評議員会の招集 

第２回 

令和 ４年１１月２９日 

職務執行状況報告 

地域包括支援センター事業・障害者支援セ

ンター事業・生活サポートセンター事業の

受託について 

定款の一部変更について 

評議員候補者の推薦 

評議員選任・解任委員会の招集 

評議員会の招集 

第３回 

令和 ５年 ２月２１日 

報告事項 

業務引継契約について 

第４回 

令和 ５年 ３月２４日 

報告 

令和５年度事業計画並びに収支予算の承認 



 - 8 - 

 

 

 

定款の一部変更について 

就業規則の一部変更について 

非常勤職員等就業規則の一部変更について 

給与規則の一部変更について 

経理規程の一部変更について 

理事及び監事候補者の推薦 

評議員会の招集 

   〔理事協議会〕 

第１回 

令和 ４年 ７月２０日 
地域包括支援センターとの一体化について 

第２回 

令和 ４年１１月２５日 

地域包括支援センターとの一体化（案）に

ついて 

第３回 

令和 ５年 ２月 ６日 

地域包括支援センターとの一体化の進捗状

況について 

   〔評議員会〕 

第１回 

令和 ４年 ６月２２日 

令和３年度事業報告並びに決算の承認 

監事の選任 

第２回 

令和 ４年１２月 ７日 

報告事項 

定款の一部変更について 

第３回 

令和 ５年 ３月２８日 

令和５年度事業計画並びに収支予算の承認 

定款の一部変更について 

就業規則の一部変更について 

理事及び監事の選任 

   〔監査会〕 

第１回 令和 ４年 ５月２４日 令和３年度決算監査 

第２回 令和 ４年１１月１６日 令和４年度中間監査 

   〔総務部会〕 

第１回 令和 ４年 ７月 ４日 地域包括支援センター事業との一

体化について 

第２回 令和 ４年１０月２６日 地域包括支援センター事業の受託

について 

   〔業務調整会議〕 

      毎月開催し、事務局長、課長、施設長、課長補佐の管理職で、事業の効果

的・効率的な展開のために、業務の調整を行いました。 

    [社協事業検討会議] 

      毎週開催し、事務局長、課長の管理職で、正副会長会議等の事前調整、事業 
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     運営のあり方、財政健全化に向けての協議を行いました。 

    [管理者・係長会議] 

           ２カ月に 1 回オンラインで開催し、各事業所・課の管理者や係長で、各課か

らの連絡事項について情報共有を図り、業務課題等について協議を行いました。 

 

７． 社協組織の基盤強化と活動財源の確保 

（１） 役員・評議員及び職員研修 

介護保険事業所管理者等の法人内研修を開催するとともに、外部の研修会等を

積極的に活用し、役員・職員の資質の向上に努めました。 

 

〔法人内研修会等開催状況〕 

研修名、内容など 参加人数 

介護保険事業所管理者、事業部門別会議・研修（定例） 事業所職員 

    

   〔法人外研修会等参加状況〕 

研修名、内容など 参加人数 

キャリア別社協職員研修（若手職員） ２名 

キャラバン・メイト養成講座研修 ２名 

生活福祉資金貸付事業新任担当職員研修 １名 

広島県ホームヘルプサービスセミナー新任訪問介護員研修 1名 

総合相談・対応力強化研修 ２名 

広島県認知症介護実践研修 ２名 

福祉サービス利用援助事業「かけはし」専門員研修 １名 

社協生活支援コーディネーター実践研究会 １名 

市町被災者生活サポートボランティアセンター運営者研修 ２名 

支え合い活動リーダー等養成研修 １名 

社会福祉法人理事・評議員研修 ６名 

社会福祉法人監事研修 １名 

社協の役割を見つめ直すテーブルセミナー １名 

など 

（２）社協会員の加入促進 

      社協会員の加入促進の取り組みとして、「みよし社協だより」やホームペー

ジ、SNSなどを通じて、広報活動や事業の紹介に努めました。 

社協会費の令和４年度実績は、５，２８８，８７０円となり、対前年比で２．

６％の減、寄附金は６．９％の増となりました。 
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   〔会費・寄附金実績〕                   （単位：円） 

勘定科目 予算額 実績額 令和３年度実績額 

会費収入 6,027,000 5,288,870 5,430,700 

 一般会費 5,462,000 4,923,870 5,062,700 

 賛助会費収入 410,000 235,000 228,000 

 特別会費収入 155,000 130,000 140,000 

一般寄附金収入 7,400,000 6,483,811 6,499,793 

指定寄附金収入 0 1,419,140 861,551 

経常経費寄附金収入 0 0 30,000 

会費・寄附金合計 13,427,000 13,191,821 12,822,044 

    

   〔会費・寄附金の推移〕                                        （単位：千円） 

年度 
２ ３ ４ 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

会費収入 11,083 5,544 10,854 5,431 10,546 5,289 

前年対比（％）  ▲2.6%  ▲2.0%  ▲2.6% 

寄附金収入 481 6,640 480 7,391 482 7,903 

前年対比（％）  ▲47.9%  10.9%  6.9% 

 

（３）苦情解決体制 

第三者委員などによる福祉サービス苦情処理連絡会議を設置し、社会福祉協

議会のサービスへの苦情と苦情処理体制の現況を報告しています。なお、令和

４年度は、該当案件はありませんでした。 

 

８． 三次市指定管理施設の管理運営 

 三次市から８拠点１３施設の指定管理施設の管理委託を受け、地域の福祉拠点 

として、多様化する住民ニーズに対応した福祉・保健サービスの提供に努めまし 

た。各施設では引き続き感染症拡大防止に留意し、また電気代の高騰により節電 

対策に取り組みました。 

 

   〔指定管理施設〕８拠点１３施設 

（１）吉舎保健センター 

（２）みわ総合福祉センター 

（３）作木老人福祉センター「せせらぎの里」及び作木老人デイサービスセンター 

（４）布野保健福祉センター及び高齢者共同生活支援施設  
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布野運動公園 

（５）特別養護老人ホーム「江水園」及び作木あんしんリビング 

（６）グループホームみらさか 

（７）三次西健康づくりセンター及びデイサービス施設 

（８）三次市福祉保健センター 

 

 

Ⅱ 地域福祉事業 

 

１． 地域福祉活動の推進 

  今年度も新型コロナウイルス感染症の影響が続き、地域福祉活動の中止や延期

もありましたが、その中でも感染予防に配慮し、オンライン会議なども活用しな

がら関係機関・団体と連携し取り組みました。 

 

（１）ボランティアはるかぜネット（住民参加型在宅福祉サービス） 

地域住民の方の生活を支えるとともに、住民同士の支え合いを進めるため、

今年度もサービス調整と利用会員、活動会員の拡大のための取り組みを行いま

した。 

① ボランティアはるかぜ会員の登録状況 

年度 ３ ４ 

会員数 ４６名 ２７名 

※活動会員の高齢化に伴い、活動可能な会員を再確認した結果、会員数が減 

少しました。 

② はるかぜ会員活動時間・件数 

年度 ３ ４ 

件数 １９８ 件 １０２ 件 

延活動時間 ２２１時間 １０２時間 

 

（２）ふれあいいきいきサロン事業の推進 

サロン活動助成状況 

年度 ３ ４ 

助成先サロン数 ７４件 ７９件 

 

（３）地域健康づくり事業 

      地域の様々なつながりを基盤に多様な活動主体と連携し、趣味や楽しみを共 

有することで、住み慣れた地域で心身ともに健康で暮らし続けるための環境づ 
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くりに取り組み健康づくりができるよう支援しま 

した。 

      地区社協や自治連合会、地域の活動者と共同開 

催することで、地域の既存の行事の活性化や新た 

な住民交流の活動につなげることができました。 

 

     〔実施地域〕 

十日市地区 

地域食堂 

開催日 
毎月第４土曜日  

全１２回開催 

参加者 
利用者延 １，７７４人  

活動者延   １１９人 

田幸地区 

コーヒー講座 

開催日 ７月２６日 

参加者 １０名（定員１０名） 

君田地区 

コーヒー講座 

開催日 １月２９日・２月１９日 

参加者 １０名（定員１０名） 

作木地区 

伊賀和志井戸端会議 
開催日 

７月２５日・８月２４日・１０月２６

日・１２月２１日・２月２２日 

参加者 延 ６３人 

和田地区 

健康講座（16 常会） 

開催数 ４常会で実施 

参加者 延４７人 

  

（４）出前講座 

      地域のサロン、学校、地区社協、老人クラブなどでふれあい出前講座を開催 

     しました。 

年度 ３ ４ 

対象講座 ６講座 ６講座 

実施回数 ２０回 ３３回 

受講者数 ２３１名 ３９７名 

 

２． 地区社協活動助成事業 

     小地域福祉活動の中核を担う地区社会福祉協議会の活動が円滑に行われるよう

に、活動助成や役員会議を開催しました。 

（１）令和４年度地区社協連絡協議会 

役員会 ８月３０日  ２月２１日 

会議  ９月２９日  ３月２３日  

（２）各地区社会福祉協議会との連携・協働 
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      各地区社会福祉協議会や地区社会福祉協議会連合会の会議への参加や行事へ

の協力を行いました。新型コロナウイルスや少子高齢化の影響により地域での

交流機会が減っている状況でどのような取り組みが必要かなどについて協議し

ました。 

 

（３）地区社協事業活動概況 

感染症対策をしながら敬老行事やつどいなどを再開された地区や訪問活動に

取り組まれた地区がありました。社協だよりの配布や赤い羽根共同募金活動な

ど市社会福祉協議会の事業への協力がありました。 

 

３． ボランティアセンター事業 

 今年度も、新型コロナウイルスの影響でボランティア体験事業は実施の中止を

余儀なくされました。また、ボランティアの活動者同士の交流会を、４年ぶりに

開催しお互いの活動を知る事ができる良い機会となり、活動者同士のつながりづ

くりの場となりました。 

 

（１）ボランティア交流会 

 実施日：１２月１０日 

 参加者：９団体 １６名 

 

（２）ボランティアグループへの活動助成 

助成団体数 １団体 三次点訳サークル ”ほおずき” 

助成総額 ３０，０００円 

 

（３）ボランティア活動保険                  

区分 登録グループ数（件） 活動保険加入者数（名） 

年度 ３ ４ ３ ４ 

本所 ３４ ３３ １，８８１ １，８１６ 

君田 １ １ ９ ９ 

布野 ７ ５ ３７ ２８ 

作木 １ １ １２ １２ 

吉舎 ２ ０ ２８ ０ 

三良坂 ３ ３ ６０ ５７ 

三和 １ １ １２ ９ 

甲奴 １ １ １０４ １０２ 

合計 ５０ ４５ ２，１４３ ２，０３３ 
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（４）三次なんでもボランティアバンクへの登録と募集 

市内のボランティアグループの活動を応援するために希望されるボランィ

アグループの会員募集や活動を社協だよりやホームページで紹介しています。 

今年度は、ボランティアグループに再確認し、掲載の情報を更新しました。 

 

年度 ３ ４ 

登録団体数 ２４団体 ２５団体 

 

（５）手話・要約筆記・点字・朗読ボランティア養成講座（市受託） 

    〔手話奉仕員養成講座〕  

             協力：三次手話サークル竹 

年度 ３ ４ 

期間 ６月～３月 ５月～２月 

回数 ２６回 ３５回 

受講者数 ２０名 ２０名 

修了者数 １０名 ９名 

     

    〔朗読ボランティア養成講座〕  

           協力：三次朗読奉仕者友の会 

年度 ３ ４ 

期間 未実施 ９月～１２月 

回数 ０ ４回 

受講者数 ０ １５名 

      ※令和３年度は新型コロナウイス感染防止の配慮から開催中止 

 

〔要約筆記者養成講座〕  

       協力：広島県北三次難聴者・中途失聴者協会 

三次市要約筆記サークル「うかい」 

年度 ３ ４ 

期間 ２月～３月 ４月～５月 

回数 ４回 ４回 

受講者数 ４名 ３名 
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    〔点訳ボランティア養成講座・入門講座〕  

          協力：三次点訳サークル”ほおずき” 

年度 ３ ４ 

回数 １１回 １１回 

受講者数 １６名 １５名 

修了者数 ９名 ９名 

 

（６）三次市被災者生活サポートボラネット推進事業 

① 推進会議の開催 

       被災者生活サポートボラネット推進会議を開催し、各委員と災害時の被災

者支援について協議しました。 

       第１回 ７月１日  第２回 １２月８日 

 ② 災害ボランティアセンター設置運営研修会 

       三次市被災者生活サポートボラネット参加団体の参加も得て、災害時のボ

ランティアセンターの運営方法についての研修を行いました。各種登録様式

なども使用しながらボランティアの受付から送り出しまでの手順を確認しま

した。 

 

４． 生活支援体制整備事業（市受託） 

  地域における生活支援・介護予防サービスの提供体制を整備することを目的と

して、生活支援コーディネーター６名（第一層２名、第二層４名）を配置し、関

係各機関と連携を図りながら事業に取り組みました。 

 

（１）地域の実態把握・情報整理・課題分析の取り組み 

       他機関（三次市高齢者福祉課・健康推進課・市支所・三次市地域包括支援

センター）と連携し、地域ケア会議等に参加しました。そのなかで、地域課

題把握や地域資源を活用した課題解決への支援を協働して取り組みました。 

 

（２）地域資源マップの活用による地域での資源把握・開発の取り組み 

『三次市高齢者生活支援情報誌～あなたの生活応援します～（令和元年度

版）』を活用し、三次市社会福祉協議会のホームページでの閲覧や印刷を可

能にして、福祉関係者や高齢者家族も地域の情報を得ることができるように

しました。 

 

（３）協議体に関する取り組み 

       行政（三次市高齢者福祉課・健康推進課・市支所）、三次市地域包括支援
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センターと協働し、地域ケア会議等に参加し、高齢者の生活支援に関する情

報や社会福祉協議会の事業の情報を提供し、地域包括ケアの推進へ取り組み

ました。 

 

    （４）地域住民の通いの場としての元気サロンの開設支援 

高齢になっても「元気」で過ごせるように、また地域ぐるみの支え合いの

場となるよう「元気サロン」の活動と立ち上げ支援を行いました。 

令和４年度末現在、市内全域で元気サロンは５６カ所で行われており、そ

の内の新規の立ち上げが３カ所ありました。また、コロナ禍で活動を休止さ

れていた元気サロンも 3 年ぶりに再開されたところもありました。 

 

元気サロン説明会 ３カ所 

河内（１）、吉舎（１）、川地（１） 

元気サロン支援 ・元気サロン（市内全域５６か所）の活動支援 

・新規立ち上げ支援 【３か所】 

 河 内：西河内元気サロン 

 吉 舎：一日市元気サロン 

 川 地：秋町元気サロン 

・支援内容 

 説明会    ３カ所 延べ９回 参加者８９名 

 体力測定会  １９回 参加者１２１名 

  

 

    ５．  三次市生活サポート事業（市受託） 

     要支援者が自宅で安心して自立した生活を送ることができるように、ボランテ

ィア（生活サポート会員）による日常のちょっとした困りごと（掃除、洗濯、調

理、買い物等）を地域で支え合う事業で、現在１１名の生活サポート会員が登録

されています。今年度は利用希望者と会員との日程等が合わず利用実績はありま

せんでした。 

     また、会員同士の交流会を実施し、７名の参加がありました。生活サポート事

業の活動についての確認と意見交流を実施しました。 

 

６． 福祉教育活動推進事業 

     福祉教育の推進のため、小中学校に対して活動助成金を交付するとともに、福

祉学習への職員派遣や講師調整、活動機材の貸出を行いました。 

また、三次市身体障害者協会、介護福祉士会と連携し、「障害への理解に関す
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る啓発授業」,「高齢者体験・車いす体験」を行いました。 

 

（１）福祉教育推進校の指定と活動助成 

小学校（２０校） 

三次、十日市、八次、河内、青河、酒河、田幸、和

田、神杉、川地、川西、君田、布野、作木、吉舎、八

幡、みらさか、三和、小童、甲奴 

中学校（ ８校） 三次、塩町、君田、布野、作木、吉舎、三良坂、甲奴 

 

（２）福祉学習への社協職員派遣 

小学校（１校） 三和 

 

（３）福祉体験学習の講師調整、活動機材の貸出 

 小学校（１校） 田幸 

 中学校（１校） 塩町 

  

   （４）障害への理解に関する啓発授業 

小学校（１校） 三和 

 

（５）高齢者体験・車いす体験 

 小学校（３校） 田幸、三和、神杉 

 中学校（１校） 三和 

 

 

７． 広報事業 

     三次市社会福祉協議会の活動や事業をはじめ、地域福祉の推進や制度、サービ

スについて広く地域住民や当事者、関係者の方の理解・協力を得るために、ホー

ムページや SNS など、様々な方法による情報発信や提供に努めました。 

 

（１）市社協広報誌「みよし社協だより」の発行 

       発行回数：年６回（偶数月） 

       発行部数：１回 ２３，７００部 

（２）市社協ホームページへの情報掲載 

（３）SNS（フェイスブック）による情報発信・交流 

（４）市社協支所・施設だよりの発行 

（５）市内在局の報道機関への各種研修会の開催等の情報提供 
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Ⅲ 福祉サービス利用の相談と支援 

 

１． ふれあい福祉センター事業 

     月～金曜日の平日、社協職員が電話や来所での相談に対応しています。また、 

    年３回、土曜日に弁護士による法律相談を行いました。 

 

（１）心配ごと相談 

    〔相談体制〕 

 相談体制 開設状況 

本所 社協本所 職員 月～金曜日（祝・祭日除く） 

支所 社協支所 職員 月～金曜日（祝・祭日除く） 

〔相談件数〕 

来所相談 １９２名 

電話相談 ２６０件 

合計 ４５２件 

 

（２）法律相談 

       相談体制 ： 弁護士 

       開設状況 ： 年３回 

年度 ３ ４ 

相談件数 ８件 １０件 

 

（３）相談窓口の広報 

広報の方法 
市社協だより、音声告知放送、関係団体・各窓口へのチラ

シ配布など 

 

２． 福祉サービス利用援助事業「かけはし」 

     認知症や知的障がい、精神障がいなどにより支援が必要な方に対して、福祉サ

ービスの利用支援や日常的な金銭管理、通帳・印鑑・証書等の預りなどの援助を

行いました。 

 

（１）生活支援員 

年度 ３ ４ 

活動従事者数 １３名 １０名 
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（２）相談件数等  

                      年度 

対象者等 

問合せ件数 相談等件数 

３ ４ ３ ４ 

「かけはし」

に関するもの 

 

認知症高齢者等 ４ １ ３３ ３５ 

知的障がい者等 ０ ０ ８ １ 

精神障がい者等 １ ０ １２ ２ 

その他 １ ０ ５ １ 

その他の相談・援助 １５ ４０ ０ ５６ 

合計 ２１ ４１ ５８ ９５ 

 

（３）契約件数 

 
 
 
対象者 

年度当初の
実利用者数 

契約件数 
（新規） 

左記のうち
被生活保護
者数 

契約終了件数 
左記のうち
被生活保護
者数 

３月末日の
実利用者数 

３ ４ ３ ４ ３ ４ ３ ４ ３ ４ ３ ４ 

認知症高
齢者等 

１８ ２３ １４ ２１ ２ ４ ９ １３ ０ ３ ２３ ３１ 

知的障が
い者等 

１１ １５ ５ １ ０ １ １ ３ ０ ０ １５ １３ 

精神障が
い者等 

１７ ２１ ７ ５ ０ ０ ３ ７ １ ２ ２１ １９ 

その他 ３ ４ ２ ０ １ ０ １ １ １ ０ ４ ３ 

合 計 ４９ ６３ ２８ ２７ ３ ５ １４ ２４ ２ ５ ６３ ６６ 

 

（４）ケース検討会議参加   ２８回 

（５）関係機関連絡会議と研修会への参加  １８回 

 

３． 権利擁護センターもみじ 

     法人後見の受任を行うとともに、住民の方の身近な相談の場所となるよう努め 

    ました。法人後見の受任にあたっては、契約締結審査委員会を開催して審議しま 

    した。 

 

（１）契約締結審査委員会 

第１回 令和４年４月６日 

第２回 令和４年５月１９日 

第３回 令和４年６月２０日 

第４回 令和４年７月２５日 
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第５回 令和４年９月１５日 

第６回 令和４年１０月２１日 

第７回 令和４年１２月１日 

第８回 令和５年１月１７日 

第９回 令和５年２月１５日 

 

（２）相談会の開催 

       成年後見・権利擁護等に関する相談会を開催しました。 

開催日 場所 

１１月１５日 君田生涯学習センター 

１１月１６日 三次市福祉保健センター 

１１月１７日 みわ総合福祉センター 

 

（３）相談実績 

区分 一般相談 後見 

本人 ０ ３ 

家族 ６ ８ 

介護支援専門員 １０ ３ 

在宅事業所 ０ ０ 

施設・病院 １０ ７ 

民生委員 ２ １ 

行政・包括 １１ ７ 

その他 ４ １ 

合計 ４３ ３０ 

     

 （後見内訳） 

区分 法定後見 任意後見 任意代理 遺言 

高齢者 １６ ０ ０ ０ 

認知症 ９ ０ ０ ０ 

知的障がい者 １ ０ ０ ０ 

精神障がい者 ３ ０ ０ ０ 

身体障がい者 １ ０ ０ ０ 

未成年 ０ ０ ０ ０ 

合計 ３０ ０ ０ ０ 
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（４）受任・契約実績 

① 新規受任件数 

年度 補助 保佐 後見 合計 

かけは

しから

の移行 

成年後見

制度利用

支援事業

利用者 

市長申

し立て 

複数 

後見 

３ ２ ０ ７ ９ ５ ２ ５ １ 

４ ０ ６ ９ １５ １２ １ １１ ０ 

② 市民後見人受任件数（社協との複数後見） 

 ０件（令和５年３月３１日） 

③ 年度末時点での受任件数 

年度 補助 保佐 後見 合計 

かけは

しから

の移行 

成年後見

制度利用

支援事業

利用者 

市長申

し立て 

複数 

後見 

３ ４ ６ １７ ２７ １３ ６ ２０ １ 

４ ２ １３ ２３ ３８ ２４ ７ ２８ ０ 

④ 任意後見契約（受任）件数 

年度 新規任意後見契約 任意後見契約 任意後見監督人選任 複数後見 

３ ０ ３ １ ０ 

４ ０ ３ １ ０ 

 

（５）令和４年度三次市市民後見人養成事業（市受託） 

① 令和４年度受講者対象フォローアップ研修 

 開催日 内容 参加者数 

第１回  ６月１８日 
市民後見人と意思決定支援 

市民後見人の活動を終了しての所感 
１０名 

第２回 １０月１５日 
市民後見人としての対応 

市民後見人の活動を終了しての所感 
６名 

第３回  ２月１８日 死後事務の実務 ８名 

講師 

備北ひばり法律事務所 弁護士    前田剛志 氏 

広島北部司法書士事務所 司法書士  飯田一生 氏 

平岡社会福祉士事務所 社会福祉士  平岡和子 氏 

② 令和４年度成年後見制度講演会 

実施日 １０月１日 

会場 三次市福祉保健センター ふれあいホール 

参加者数 ４５名 
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内容 「成年後見制度の使い方と活用例」 

庄原市空き家解決専門家ネットワーク 

 代表理事 司法書士 飯田 一生 氏 

 

③ 「三次市民後見人バンク」「三次市社協生活支援員」登録 

       三次市民後見人バンク登録者 

  １５名（令和５年３月３１日） 

       三次市社協生活支援員登録者 

  １３名（令和５年３月３１日） 

 

４． 生活福祉資金等貸付相談事業 

 生活福祉資金とは、低所得世帯等への資金の貸付と必要な相談支援を行い、経

済的自立や生活意欲の助長促進を図り、安定した生活を送れるようにすることを

目的とした事業です。 

令和４年度は本則貸付３２件の新規貸付相談対応を行いました。新型コロナウ

イルス感染症の影響で休業や失業された方を支援するため、令和２年３月から開

始された特例貸付は令和４年９月で新規受付終了となりました。延べ貸付件数２

８８件、総貸付金額６７，４４０千円となります。引き続き返済手続き等の対応

や相談支援のフォローアップ支援体制を生活サポートセンターと連携して行って

いきます。 

 

〔生活福祉資金貸付実績〕 

 

 

 

     

    〔民生資金貸付実績〕 

期末貸付件数 ４件 

新規貸付件数 ０件 

     

    〔相談件数〕     ２６４件 

 

期末貸付件数 ２９４件  

新規貸付件数 ３２件 

内訳）福祉資金       ０件 

   緊急小口資金    ２２件 

   教育支援資金     ０件 

総合支援資金     ０件 

特例緊急小口資金   ９件 

特例総合支援資金   １件 
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    〔新規貸付件数の推移〕 

年 度 ３ ４ 

生活福祉資金 ※特例貸付を含む ９１件 ３２件 

民生資金 ０件 ０件 

 

５． 民生委員児童委員活動への支援と連携 

     三次市民生委員児童委員協議会定例理事会、各地区民生委員児童委員協議会へ 

出席し、社協の事業説明や地域課題や個別ケースの共有などを行い、地域活動を

協力して行いました。 

 

６． 行政、各種関係団体との連携・協働体制の構築 

     三次市の関係部局との連絡会議等を開催、出席し、事業の調整や情報の共有な

どを行いました。 

     また、三次市社会福祉団体（三次市遺族会連合会、三次市老人クラブ連合会、

三次市身体障害者協会、三次市認知症の人と家族の会、広島県北三次難聴者・中

途失聴者協会）をはじめとする各団体事業に協力しました。 

 

７． 地域人材確保推進体制整備事業 

三次市内の関係機関や団体が連携を図りながら福祉や介護人材の確保、育成、

定着に向けた取り組みを行いました。 

また、福祉や介護の仕事や施設の魅力を紹   

介する展示を１４の参加団体の協力で１０月・   

１１月に、市内のショッピングセンター及び 

三次市福祉保健センターで行いました。 

 

 

Ⅳ 介護保険事業・障害福祉サービス 

   

   令和４年度においては、新型コロナ感染症の影響により一部事業の休止を余儀なく

されました。令和２年度から感染症、自然災害でのリスクは続いていますが、各事業

所にて衛生管理体制の構築による感染拡大予防の徹底、災害時における適切な情報収

集により事業の継続運営を確保しています。 

令和４年度の収入は介護保険事業が増加、障害福祉サービスは減少となり、介護保

険事業・障害福祉サービスの収入合計は４６９，１８４千円で、令和３年度に比べ 

１，６５４千円増となりました。支出面では、介護人材の慢性的不足に伴い一部の事

業所では欠員状態が継続していますが、徹底的な効率化を推進して、介護職員の事業
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所間の連携・相互支援により人件費支出の抑制を図ることで、利益の確保に努めまし

た。 

 

１． 訪問介護（ホームヘルプセンターみよし南／みよし） 

     要介護者・要支援者・障がい者の方が、自宅で自立した生活を送れるようサー 

    ビスの提供を行いました。 

〔介護保険訪問介護事業〕 

年度 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 

３ 20,386 1,699 71,305,930 

４ 19,344 1,612 69,470,376 

   〔障害福祉サービス事業〕 

年度 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 

３ 5,034 420 20,405,700 

４ 4,483 374 17,986,829 

 

２． 通所介護（デイサービスセンターふの／さくぎ／みわ／みよし） 

     要介護者・要支援者の方の日常生活上の機能訓練、社会的孤立感の解消、及び 

    心身機能の維持向上を目的とし、自立支援へ取り組みました。 

年度 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 

３ 11,096 925 96,847,145 

４ 11,485 957 105,084,846 

 

３． 短期入所生活介護（江水園短期入所生活介護） 

     在宅の要介護者、要支援者の方が短期入所され、日常生活上のお世話や機能訓 

    練などを提供しました。 

年度 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 

３ 3,157 263 31,831,752 

４ 3,215 268 33,595,212 

 

４． 居宅介護支援事業（みよし社協居宅介護支援事業所） 

 居宅サービス計画の作成及び介護保険サービス利用の支援を行いました。主 

任介護支援専門員を配置するなど質の高いサービスを提供するよう努めました。 

年度 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 

３ 2,606 217 45,434,740 

４ 2,471 206 44,396,530 
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５． 介護老人福祉施設・認知症対応型共同生活介護 

     入居者一人一人の生活を第一に、穏やかな生活が送れるようサービスの提供を 

    行いました。 

    〔特別養護老人ホーム江水園〕 

年度 年延べ利用者数 1 日平均利用者数 収入額（円） 

３ 10,900 29.8 131,734,805 

４ 10,205 27.9 125,290,834 

     

    〔グループホームみらさか〕 

年度 年延べ利用者数 1 日平均利用者数 収入額（円） 

３ 6,245 17.1 69,895,130 

４ 6,439 17.6 73,060,527 

 

６． 介護予防支援業務（みよし社協居宅介護支援事業所） 

     地域包括支援センターみよしから介護予防支援業務の一部を受託し、要支援の 

    方の介護予防サービス計画の作成及び介護予防サービス利用の支援を行いました。 

年度 年延べ利用者数 月平均利用者数 収入額（円） 

３ 18 1.5 74,340 

４ 19 1.6 93,778 

 

７． 要介護認定調査 

     居宅介護支援事業所及び介護老人福祉施設において、要介護認定調査を受託し、

認定調査を実施しました。 

年度 延調査件数 収入額（円） 

３ 75 247,500 

４ 62 204,600 

 

 

Ⅴ 地域支援（高齢者介護予防）事業 

 

１． 家族介護者交流事業（市受託） 

     在宅で要介護１以上の要介護者を介護されてい

る家族に対して、介護者のリフレッシュ及び相互

交流の場を提供しました。 
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 実施日 参加数 内容・実施場所 

第１回 ７月１４日 ６名 

「まるっとわかる！食事と栄養 

～あっという間にできる簡単料理の紹介～」 

場所：十日市きんさいセンター 

講師：本藤 望美 氏（管理栄養士） 

第２回 １０月１３日 １０名 
「自分の時間をつくって気分転換♪」 

場所：奥田元宋・小由女美術館 

第３回 １２月７日 ６名 

「ココロとカラダを整える元気のツボ」 

場所：酒屋コミュニティーセンター 

講師：小林 一枝 氏（鍼灸院こもれび） 

 

２． 食の自立支援事業（市受託）（君田／布野／作木） 

     在宅の高齢者の方などを対象に、健康づくりと安否確認などを目的に食事の提

供（弁当）を行いました。デイサービス事業を行う２拠点（作木、布野）で３地

域（作木、布野、君田）に対して事業を実施しました。 

年度 延利用者数 収入額（円） 

３ １２８ ２，１５３，７００ 

４ １６２ ２，７３０，０００ 

 

３． 軽度生活援助事業（市受託）（ホームヘルプセンターみよし／みよし南） 

     おおむね６５歳以上の一人暮らし、又は世帯全員がおおむね６５歳以上の方で、

介護保険の対象とならない家事援助を必要とする在宅の高齢者に対し、週１回程

度訪問し、支援しました。 

年度 延利用者数 収入額（円） 

３ ６４ ９３，４４０ 

４ １０９ １５９，１４０ 

 

４． 認知症高齢者生活援助事業（市受託）（ホームヘルプセンターみよし／みよし南） 

     認知症高齢者を介護されている世帯へ、介護者の不在の際に訪問介護員を派遣

し見守り等を行い、介護者の負担軽減を行いました。 

年度 延利用者数 派遣延時間数 収入額（円） 

３ ８８ １１７．０ １６２，０００ 

４ ３４ ６３．０ ９４，５００ 
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Ⅵ 地域支援（障がい者自立生活支援）事業 

 

１． 移動支援事業（市受託）（ホームヘルプセンターみよし／みよし南） 

     肢体不自由者で外出に支援を必要とする障がいを有する方を対象に、外出等の

支援をしました。 

年度 延利用者数 収入額（円） 

３ ６ ２９，１８０ 

４ ９ ３１，０６０ 

 

２． 障害児生活訓練事業（市受託） 

     春・夏・冬期の学校の長期の休みの間、在宅の障がい児等に日常生活上必要な

生活指導を行い、障がい児の生活の安定と保護者の就労等を支援しました。 

〔利用者数〕 

年度 ３ ４ 

実人数 ７６名 ６２名 

延人数 ４９９名 １９４名 

 

３． 要約筆記奉仕員・手話通訳者派遣事業（市受託） 

（１）要約筆記奉仕員派遣事業 

      聴覚に障がいのある方のために、講演やイベントの会場、病院等へ、「三次 

     市要約筆記サークルうかい」の協力を得て、要約筆記奉仕員を派遣しました。 

年度 行政 団体 個人 合計（件） 

３ １１ ０ ２８ ３９ 

４ ３４ ０ ３３ ６７ 

 

（２）手話通訳者派遣事業 

      聴覚に障がいのある方のため、講演やイベントの会場、病院等へ、手話通訳 

     者を派遣しました。 

年度 行政 団体 個人 合計（件） 

３ ６ ０ １００ １０６ 

４ ４ ０ ４５ ４９ 

 

（３）点字・声の広報等発行事業 

      視覚障がい者、寝たきりの高齢者等に対して、市広報、社協だよりなどの広 

     報紙を、「三次朗読奉仕者友の会」「三次点訳サークルほおずき」の協力を得 
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     て、録音テープや点字により情報提供しました。 

種別 利用者数 備考 

録音テープ･CD １０名 広報みよし、議会だより、社協だより 

点訳広報等 ４名 
図書館だより、ほおずきだより、その

他依頼されたものの点訳物 

 

 

Ⅶ その他の福祉サービス 

 

１． 障がい児者ふれあい事業 

     新型コロナウイルスの影響で、交流を目的とした「ふれあいわいわいパーティ

ー」や「ふれあいハイキング」を開催することができませんでした。 

 

２． 車椅子短期貸出事業 

     病気、けが、術後等により一時的に生活に支障がある方などに対して、車椅子

の貸し出しを行いました。 

年度 ３ ４ 

貸出回数 ４８件 ５１件 

 

３． 産前・産後ヘルパー派遣事業（市受託）（ホームヘルプセンターみよし／みよし南） 

 妊娠期または産後に、日中家事や育児の支援が必要な方ヘへルパーの派遣を行

いました。 

年度 延利用者数 収入額（円） 

３ １１２ ４２６，０１０ 

４ ３４ １２８，１８０ 

 

４． 障がい者福祉団体との連携と支援 

     三次市身体障害者協会の会員の協力を得て、市内小中学校で「障害への理解に

関する啓発事業」を行い、ゲスト講師として当事者の思いや活動について話をし

ていただきました。 

 

 

Ⅷ 共同募金事業・日本赤十字社事業への協力 

 

１． 共同募金事業 

     共同募金運動に、三次市共同募金委員会事務局として事業実施に携わりました。
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地域福祉事業の重要な社会資源の一つと位置付けて、新型コロナ感染症拡大防止

に留意しつつ、街頭、職域、法人募金活動などへ協力して取り組みました。 

 

〔募金実績〕                              （単位：円） 

年度 令和３年度 令和４年度 

目標額 13,005,000 12,325,000 

実績額 9,379,140 9,481,508 

達成率 72.12% 76.93% 

県域配分 3,744,000 3,598,000 

地域配分 5,635,140 5,883,508 

  ※県域配分、地域配分は翌年度の事業に充当されます。 

 

〔令和３年度共同募金配分（令和４年度事業充当分）〕      （単位：円） 

※令和４年度配分事業は、令和３年度の募金が充当されています。 

 

２． 日本赤十字社事業への協力 

     令和４年度の日本赤十字社会費と寄付金の実績は、４，４７７，９０９円とな

りました。また、災害義援金などの広報や募集を行い、県支部へ送金しました。 

配分種別 配分事業 金額 件数 内訳 

県域配分 

(A 募金) 

地域福祉推

進特別事業

配分 

1,050,000 3 ①権利擁護センターもみじ事業 

600,000 

②ボランティアはるかぜネット事業 

400,000 

③被災者生活サポートボラネット事業 

50,000 

地域配分 

(B 募金) 

三次市共同

募金委員会

地域配分 

5,635,140 126 分会名 件数 金額 

三次 

君田 

布野 

作木 

吉舎 

三良坂 

三和 

甲奴 

46 

13 

7 

6 

23 

11 

11 

9 

1,739,016 

363,060 

398,013 

336,893 

1,015,207 

727,967 

666,532 

388,452 

合計 6,685,140 129  
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     地域では、赤十字奉仕団活動の支援、救急法講習の開催協力など、赤十字活動

の普及に努めました。 

 

 
会費 

(500 円以上) 

寄付金 

(500 円未満) 
合計 前年度実績 

実績額 4,222,500 円 255,409 円 4,477,909 円 4,621,250 円 
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